
１．概要

●現道起点側交差点は引き続き工事を実施しておりますので走行にはご注意ください

２．資料

・別紙１・資料２：開通による効果（安全性の向上）

・参考１：開通区間の通行形態について

・参考２：国道19号桟改良の概要

３．記者発表資料　配布先

飯田市記者クラブ、木曽合同庁舎記者室、塩尻桔梗ヶ原記者クラブ

４．問い合わせ先

飯田国道事務所 さかち　　みつひろ くさの　　まさふみ

副所長 坂地　光博 調査設計課長 草野　真史

TEL　0265-53-7204 FAX　0265-53-7211

平成２６年７月８日

国道１９号桟改良（上松町上松～木曽町福島下条）延長約２．７ｋｍ
が平成２６年３月２９日（土）に全線開通しました。
今回、開通後３か月の開通効果と利用状況についてとりまとめました
ので、お知らせします。

　　桟改良　開通3ヵ月後
　　　～急カーブ区間を回避し、
　　　　　交通事故減少・救急活動に貢献！～

桟改良の開通により

○平均約11,600台／日が桟改良（開通区間）を利用

○急カーブ区間での交通事故を回避

○救急搬送時において安全・安心で確実な通行が可能

飯田国道事務所からのお知らせ

地域と連携した

緑の道づくり

国土交通省 中部地方整備局

飯田国道事務所

〒３９５－００２４
長野県飯田市東栄町３３５０番地

電 話 (0265) 53-7200（代表）
ファックス (0265) 53-7210
Ｅ-メール iikoku@cbr.mlit.go.jp
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急カーブ区間での交通事故を回避 別紙１

・開通３ヵ月後、平均約11,600台／日が桟改良（開通区間）を利用。

・国道19号現道の急カーブ区間を回避できたことにより、事故削減効果が見

受けられます。

至 塩尻

至 名古屋

桟改良
開通区間
L=2.7km

警察

開通３ヵ月後
平均約11,600台/日

が利用！

交通事故（物損）の発生状況

※H23～H25は国道19号現道の件数
※H26は桟改良区間及び国道19号現道の総数

交通事故は年間約10件発生
開通後3か月経過して１件

桟改良

【開通後】【開通前】

開通後の桟改良と
現道の事故件数を
右グラフに示す

【木曽警察署の声】
・平成25年度は人身事故はなかったものの、交通事故（物損事故）が10件発生
しました。
・このうちＪＲ高架橋を過ぎた直後の急カーブ区間で、正面衝突事故が２件発
生しました。
・桟改良開通により線形不良箇所が解消され、走りやすくなりました。

ＪＲ高架橋を過ぎた急カーブ区間 線形不良箇所が解消！

至名古屋

至塩尻

至名古屋

至塩尻

開通後３ヶ月経過
してもなお１件

4月～6月
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（横加速度Ｇ）

救急搬送時において安全・安心で確実な通行が可能 別紙２

・線形不良区間が解消されたことにより、救急搬送時の安全・安心で確実な

通行が可能となりました。

【木曽広域消防本部の声】

・線形の不良区間が解消されたた
め、患者への負担は確実に軽減
しています。

・見通しも良くなり、対向車の確認
もできるため、安全に走行ができ
るようになりました。

消防

至 塩尻

至 名古屋

桟改良
開通区間
L=2.7km

＜国道19号現道
横加速度調査結果＞

※H26.6.17、6.24‐国道19号上り線
横加速度調査結果、走行速度50km/h
にて走行時

至塩尻

至名古屋

進
行
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＜国道19号現道の
線形不良区間＞

桟改良区間は急カーブ区間がないため、
患者への負担が軽減

「曲線走行時に掛かる横Ｇ
が０．１５Ｇ以上あると、最高
血圧の変動量が10mmHgを

超過し、搬送患者へ影響を
与える可能性がある」

（「地域の医療を支援する道
路構造の分析・評価」第27
回日本道路会議）

桟改良の開通によ
り、患者へ負担が
懸念される横加速
度が大きく減少

凡例
現道区間
桟改良区間

至名古屋

至塩尻
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桟改良開通済区間
国道１９号

至 塩尻

至 名古屋

■起点側交差点では、現在交差点工事を実施しており現道側の通行が出来ません。

■また、起点側交差点工事完了後、終点側交差点においても交差点工事を実施するた

め、現道側から塩尻方面において通行止めを行います。

かけはしトンネル

開通区間の通行形態図

国道１９号桟改良開通区間の通行形態 参考１
かけはし

終点側交差点

起点側交差点

（木曽郡上松町上松）

今後の予定

至 塩尻

至 名古屋

至 名古屋

かけはし大橋

あげまつ大橋

かけはし
大橋

現在の状況

至 塩尻

桟
改
良

当面の間、現道方向への
通行は出来ません。

木曽町

当面の間、
通行不可

起点側交差点が完成後、
工事を実施します。

今後通行止め
予定

終点側
交差点

（木曽郡木曽町福島下条）

起点側
交差点



国道１９号 桟改良の概要
かけはしかいりょう

国道１９号は、愛知県名古屋市を起点と

し、長野県長野市を結ぶ、延長約２６０ｋｍ

の幹線道路です。

国道１９号桟改良は、長野県木曽郡上松

町上松から長野県木曽郡木曽町福島下条

に至る延長２.７ｋｍの改良事業です。

防災対策及び交通安全の確保を目的

に計画された事業で、平成２６年３月２９日

に全線開通しました。

あげまつ

まちあげまつ きそまち ふくしましもじょう

至 塩尻

至 名古屋

桟改良 概要図

きそぐん

きそぐん

桟改良

至名古屋

至塩尻

桟改良
開通区間
L=2.7km

危険箇所を
迂回します

桟改良開通済区間
国道１９号
過去災害発生箇所
落石等の危険性がある箇所
土石流の危険性がある箇所

H18.7.17 時間128mmの大雨により道路が
冠水。国道19号が約3時間片側交互通行
規制となった。

H9.11.25 径3.0m×2.5mの落石が発生
国道19号は約50時間全面通行止めとなった。

参考２


